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不等流の基礎方程式（エネルギー式） １次元解析
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限界勾配水路
critical

急勾配水路
steep

緩勾配水路
mild

水平勾配水路
horizontal

逆勾配水路
adverse



❶河道断面形状
対象とする区間の一定間隔
（普通200mごと）の横断面
図を測量で求める

❷粗度係数
流れ難さを表わす係数であ
り、河床材料の粒径や凹凸
で決まる。流量観測が必要。

❸計算ソフト
不等流水位計算には膨大
な計算が必要であるが、い
まは市販ソフトで簡単に

河床の凹凸

不等流計算に必要な３つの「鍵」



川棚川の粗度係数 1990.7洪水痕跡による検証



石木ダムの必要論拠：計画流量時の水位



長良川の粗度係数



2021.8洪水の粗度係数



粗度係数の減少に伴う計画流量時の水位（計画河道）



「対象洪水を設定し、それに対応できる対策をする」

対象洪水が流下能力より大きい場合
ダムを採用せざるを得ない

定量治水



1977年の河川法の改正により、次の事項が追加された。
・「河川環境の整備と保全」
・「地域の意見を反映した河川整備の計画制度の導入」

改正の趣旨を活かすには、「対象洪水を設定せず、実現
可能な対策を積み上げる」非定量治水への転換が必要だ。

非定量治水では、ダムはたとえ実現可能であっても選択
しない自由がある。

非定量治水
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